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【性別】 

 男性は「健康状況」（67.0％）、女性は「家族関係」（71.8％）が最も高くなっている。 

上位４項目は同じ項目となっているが、５位に、男性は就業状況（37.3%）、女性は友人関係（41.2%）

が挙がっている。 

図表3-1-13 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（性別上位５項目）                                  （％）             
性別

男性 健康状況
67.0
家族関係

65.6
家計の状況

60.1
精神的ゆとり

41.0
就業状況

37.3

女性 家族関係
71.8
健康状況

68.2
家計の状況

58.4
精神的ゆとり

43.6
友人関係

41.2

５位１位 ２位 ３位 ４位

 
 

 

【年代別】 

 いずれの年代も「家族関係」を重視する割合は高くなっている。また、60歳代以上は「健康状況」

が最も高くなっている。20歳代では、「友人関係」が２位に挙がっている。 

「家計の状況（所得・消費）」は 20歳代、70歳以上はそれぞれ 49.3%、45.7%となっているが、40

歳代、50歳代はそれぞれ 69.0%、68.4%と高くなっている。 

  

図表3-1-14 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（年代別上位５項目）                              （％）                  

年代

20歳代 家族関係
60.5
友人関係

52.0
家計の状況

49.3
健康状況

49.1
精神的ゆとり

47.7

30歳代 家族関係
74.2
健康状況

62.2
家計の状況

61.0
就業状況

45.3
精神的ゆとり

43.2

40歳代 家族関係
72.6
家計の状況

69.0
健康状況

68.5
就業状況

50.7
精神的ゆとり

40.3

50歳代 家族関係 71.1 健康状況 69.5 家計の状況 68.4 就業状況 49.2 精神的ゆとり 42.5

60歳代 健康状況
71.1
家族関係

66.7
家計の状況

59.8
精神的ゆとり

44.9
自由な時間

37.7

70歳以上 健康状況
70.7
家族関係

66.0
自由な時間

51.4
家計の状況

45.7
友人関係

39.3

５位１位 ２位 ３位 ４位

 

 

 

【性・年代別】 

さらに、性・年代別でみると、40歳代と50歳代の男性は「家計の状況（所得・消費）」が「家族

関係」や「健康状況」よりもわずかではあるが高くなっている。また、30歳代の女性は「家族関係」

が 80.0％と特に高くなっている。 

図表3-1-15 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（男性・年代別上位５項目）                          （％）            

男性・年代

20歳代 51.1 就業状況 49.4 48.9

30歳代 家族関係
66.7
家計の状況

61.7
健康状況

58.3
就業状況

48.0
精神的ゆとり

42.1

40歳代 家計の状況
69.0
家族関係

68.7
健康状況

64.5
就業状況

50.4
精神的ゆとり

37.1

50歳代 家計の状況 67.9 66.6 就業状況 53.5 精神的ゆとり 42.2

60歳代 健康状況
71.8
家族関係

67.7
家計の状況

62.6
精神的ゆとり

44.8
就業状況

32.2

70歳以上 健康状況
73.3
家族関係

64.5
家計の状況

48.0
自由な時間

45.9
精神的ゆとり

37.0

家計の状況
家族関係

健康状況
友人関係

健康状況
家族関係

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
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図表3-1-16 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（女性・年代別上位５項目）                          （％）               

女性・年代

20歳代 家族関係
69.2
友人関係

55.1
精神的ゆとり

51.0
健康状況

49.0
家計の状況

47.5

30歳代 家族関係
80.0
健康状況

65.2
家計の状況

60.5
友人関係

46.0
精神的ゆとり

44.1

40歳代 家族関係
75.5
健康状況

71.4
家計の状況

69.0
就業状況

50.8
精神的ゆとり

42.7

50歳代 家族関係
75.2
健康状況

72.2
家計の状況

68.9
就業状況

45.3
精神的ゆとり

42.7

60歳代 健康状況
70.4
家族関係

65.9
家計の状況

57.1
精神的ゆとり

44.9
自由な時間

43.5

70歳以上 健康状況
67.9
家族関係

67.4
自由な時間

57.7
友人関係

48.4
家計の状況

43.6

５位１位 ２位 ３位 ４位

 

 

 

【主な職業別】 

農林水産業、自営業・自由業、無職は「健康状況」、正規職員、パート・アルバイト・派遣社員、

専業主婦・主夫は「家族関係」がそれぞれ最も高くなっている。 

 

図表3-1-17 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（主な職業別上位５項目）                            （％）              

主な職業

農林水産業 健康状況
69.3
家族関係

67.3
家計の状況

51.7
精神的ゆとり

40.5
自由な時間

35.6

自営業、自由業 健康状況
69.0
家族関係

68.4
家計の状況

60.1
就業状況

42.5
精神的ゆとり

42.0

正規職員 家族関係
70.0
健康状況

66.8
家計の状況

66.6
就業状況

53.6
精神的ゆとり

41.4

ﾊ゚ｰﾄ・ﾊﾞｲﾄ・派遣 家族関係
66.8
健康状況

65.3
家計の状況

62.1
就業状況

48.2
精神的ゆとり

39.9

専業主婦・主夫 家族関係
78.8
健康状況

72.1
家計の状況

60.6
精神的ゆとり

46.1
自由な時間

43.8

学生 友人関係
67.5
家族関係

64.9
精神的ゆとり

59.7
自由な時間

55.8
健康状況

51.9

無職 健康状況
69.1
家族関係

64.1
自由な時間

50.1
家計の状況

49.7
精神的ゆとり

43.1

その他 家族関係
64.7
健康状況

64.0
家計の状況

58.0
精神的ゆとり

39.3
就業状況

36.7

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

 

 

 

【結婚別】 

 いずれも、「健康状況」、「家族関係」、「家計の状況（所得・消費）」が上位に挙がっており、既婚

は「家族関係」が 73.8％と特に高くなっている。 

 

図表3-1-18 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（結婚別上位５項目）                               （％）               
結婚

未婚 健康状況 57.8 家計の状況 55.3 家族関係 49.3 精神的ゆとり 48.4 就業状況 48.0

既婚 家族関係
73.8
健康状況

69.9
家計の状況

61.4
精神的ゆとり

41.5
自由な時間

34.5

離婚・死別 健康状況
64.0
家族関係

58.6
家計の状況

50.7
自由な時間

44.8
精神的ゆとり

42.2

５位１位 ２位 ３位 ４位
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【世帯構成別】 

 単身世帯を除くすべての世帯で、「家族関係」が最も高く、次いで「健康状況」、「家計の状況（所

得・消費）」となっている。 

単身世帯は「健康状況」（67.0％）が最も高く、次いで「家計の状況（所得・消費）」、「自由な時

間」となっている。 

 

図表3-1-19 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（世帯構成別上位５項目）                           （％）                   

世帯構成

単身世帯 健康状況
67.0
家計の状況

51.7
自由な時間

47.8
精神的ゆとり

47.0
家族関係

43.8

一世代世帯 家族関係
70.8
健康状況

70.6
家計の状況

59.3
精神的ゆとり

43.0
自由な時間

41.4

二世代世帯 家族関係
69.2
健康状況

66.2
家計の状況

61.2
精神的ゆとり

41.9
就業状況

40.3

三世代世帯 家族関係 77.2 健康状況 67.8 家計の状況 57.3 精神的ゆとり 39.9 友人関係 37.7

その他 家族関係
65.0
健康状況

56.3
家計の状況

53.8
精神的ゆとり

47.5
自由な時間

36.3

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

 

 

 

【世帯全体の年間収入別】 

 300万円未満の層は「健康状況」、300万円以上の層では「家族関係」が最も高くなっている。 

「家族関係」、「健康状況」、「家計の状況（所得・消費）」は、世帯全体の年間収入額が多いほど高く

なっている。 

図表3-1-20 幸福感を判断する際に重視した事項〔複数回答〕（世帯全体の年間収入別上位５項目）                 （％）            

世帯全体の年間収入

100万円未満 健康状況
59.5
家族関係

50.5
家計の状況

44.2
自由な時間

40.8
精神的ゆとり

37.8

100～300万円未満 健康状況
65.9
家族関係

61.4
家計の状況

52.3
精神的ゆとり

41.3
自由な時間

38.9

300～500万円未満 家族関係
71.6
健康状況

67.8
家計の状況

59.6
精神的ゆとり

44.2
自由な時間

37.1

500～1,000万円未満 家族関係
76.2
健康状況

69.8
家計の状況

68.0
就業状況

46.8
精神的ゆとり

41.5

1,000万円以上 家族関係
78.3
健康状況

75.9
家計の状況

75.1
就業状況

51.2
精神的ゆとり

45.0

わからない 家族関係
64.3
健康状況

62.4
自由な時間

51.7
友人関係

48.7
家計の状況
精神的ゆとり 43.7

５位１位 ２位 ３位 ４位
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7.01

5.59

6.76

6.15

6.45

6.72

6.62

6.52

6.94

6.35

7.18

6.24

6.60

6.54

7.03

6.40

7.02

6.42

6.81

6.50

6.86

6.50

6.83

6.52

5.07

6.74

3 4 5 6 7 8

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

選択

選択しない

仕事の充実度

家族関係

充実した余暇

生きがい

就業状況

友人関係

自由な時間

精神的ゆとり

家計の状況

健康状況

職場関係

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ

政治、行政

点

（幸福感を判断する際に重視した事項と幸福感との関係について） 

幸福感を判断する際に重視した事項について、選択した人の幸福感の平均値と、選択しなかった

人の幸福感の平均値を比較したところ、「家族関係」が最も差が大きく、選択した（重視する）人は

7.01点で、選択しなかった（重視しない）人（5.59 点）より1.42点高くなっている。 

また、「家計の状況（所得・消費）」と「政治、行政」の２項目について、選択した（重視する）

人は選択しなかった（重視しない）人より幸福感は低くなっている。 

 

図表3-1-21 幸福感を判断する際に重視した事項を選択した人と選択しない人の幸福感の平均値 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


